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はじめに　
高林寺は、奈良市井上町の西北側に所在し、江戸時代中期に寿法尼が
中興してから、約二〇〇年以上続く融通念仏宗の尼寺である。本堂を入った正面には、藤原南家武智麻呂の子藤原豊成卿と息女中将姫の木像が中央須弥壇に安置されており、 「中将姫ゆかりの尼寺」ともいわれている
①。普段は門を閉じているが、毎月一三日は「中将姫御縁日」と称して、
参詣した信徒や高林寺婦人会の女性たちに住職が説法を行い、また時期によっては地蔵盆などの仏教行事も同時 催されている。　
筆者は主に江戸時代の尼寺と尼僧の研究を志していることから、二〇
一三年一一月から二〇一七年一二月の約四年間 わたり、 「中将姫御縁日」に参加し、その様子を記録するととも 、住職のライフサイクルについて聞き取り調査を行った。調査にあ って、九世珠慶尼・一〇世慶信尼にはご高配を賜り、さまざまな行事に参加することができた。本稿では、この現地調査で判明した尼寺の諸相を報告する。また奇遇にも、二 一六年一一月に、五〇年に一度の豊成卿大遠忌法要に参列することができ
たため、その内容についても記しておく。尼寺と尼僧に関する研究は、皇族や公家出身などの貴種な女性が住職をつとめる尼門跡寺院を対象に進められ、それ以外の地域社会に所在した高林寺のような尼寺の実態については、ほとんど明らかにされていない。そのような先行研究 鑑みると、当報告は個別事例ではあるが、基礎的研究の蓄積につながるといえよう。一、高林寺について（一）井上町と「高坊」高林寺　高林寺が所在する井上町は、奈良市の中心部にある春日大社や東大寺
などを中心として発展した奈良町の南部に位置する【図
1】 。町名の由来
は、江戸時代の地誌『奈良曝』 （貞享四年〔一六八七〕刊行）には「 にしへ井上源五殿此町におハしけるゆへなり」と記さ 『奈良坊目拙解』（享保一五年〔一七三〇〕刊行）では当地が元興寺南大門の跡地で、その門前に井上内親王の御霊社の神輿舎があったと説かれ いる。町内の寺
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は高林寺だけであるが、鳴川町の徳融寺や十輪院町の法徳寺といった融通念仏宗の 院が近隣にある。また、 は豊成卿の邸跡といわれ、井上町の北に接する花園町の誕生寺には中将姫誕生地という伝承がありこのあたり一帯は豊成卿と中将姫に縁深い土地だという
②。
　
現在の高林寺には、古文書がほとんど残存せず、寺の中興前後の歴史
は断片的にしか明らかになっていない。しかし、地誌や『井上町中年代記』には高林寺に関する記述があり、以下それらを素材に、江戸時代の高林寺について若干の考察を加えたい。　
奈良に関する地誌の中でも比較的成立の早い『奈良名所八重櫻』巻七
（延宝六年〔一六七八〕刊行）には、 「是より井上といふ所へ出れは高林
寺といふ有、世俗高坊とよふ」 「 （豊成卿）薨去給ひけるをほたい所なれはとて此寺に葬むる、去によつて豊成卿の石塔今にのこりぬ」とあり、井上町にある高林寺は豊成卿を葬った場所であり、当時は「高坊」と呼ばれていた いうことがわか
る
③。豊成卿の石塔については、 『大和名所
記』巻三（延宝九年〔一六八一〕刊行）に詳細が記されている
④。それに
よると「豊成の石塔ハ南都高坊といふ所 あり」 、 世にいきほひあるかた」が石塔を運ぼうとした ころ、連歌師心前が「引のこせ後も又見む石乃竹 と句を詠み、思い止まった いう。しかし、延宝五年（一六七七）には石塔が「鳴川乃大念仏」に移されたと聞き書きされていた。 『奈良坊目拙解』では、 世にいきほひあるかた」を戦国武将の松永久秀とし、 「鳴川乃大念仏」は鳴川町の徳融寺と示して た　
ところで、高林寺が「高坊」とよばれる由来は何であろうか。永島福
太郎氏によると、桃山時代に活躍した津田宗及の茶会記や茶匠松屋源三郎の『松屋会記』に登場する南都の高坊という茶人 こ を指し 高林寺の旧地は高坊の うな遁世者が集まり、茶道などを遊興す 場であったと言及している
⑤。つまり、桃山時代における高林寺の土地は、高坊ら
が参会する場所であり、寺として存立していなかったと考えられる。江戸時代になると「高坊」という名称だけが地域 残り、いつ頃か か高林寺は松永久秀が豊成卿の石塔を奪おうとした場所として名所化されていたことがうかがえ 。　
江戸時代に刊行された地誌は、当時の記録ではあるが、伝承や創作さ
れた記述が含まれている場合もあり、一次史料を確認しておく必要 ある。幸いにも、井上町には延宝六年（一六七八）から同町の町役人が町
【図 １ 】奈良市井上町周辺地図
（『日本都市地図要覧都道府県所在都市篇』人文社、1972年）より
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内における日頃の出来事や事件、家屋敷の売買などを書き留めた『井上町中年代記』という帳面が保管されており、そこには高林寺に関する記事が七点あった
⑥。ここでは、最も具体的な高林寺の様子が分かる寛政二
年（一七九〇）の口上書を紹介する。この口上書は「高坊高林寺庵」ついて尋ねられた時に、井上町の年寄が惣年寄中へ差出した回答書の写しである
⑦。
　　　
口上書ヲ以申上候
一当町内北端ニ御座候高坊高林寺庵之儀御尋被成下畏左ニ申上候一公役弐拾七軒ニ而一延宝五年之頃迄者高坊三郎兵衛所持仕罷在、夫ゟ漆屋弥兵衛方へ買請、其後同家清林院尼ゟ大津橋本町高嶋屋善助方へ譲り右善助所持之家屋敷表口六間五寸奥行廿軒
（間）
壱尺五寸此地面ニ借家五軒当時
有之、右之家屋敷地尻ニ高坊高林寺と申弐間四面小庵壱宇御座候、此惣地面ニ而町役壱軒付御座候、是者横佩右大臣豊成公旧跡ニ而則豊成公之御影幷御子中将姫御影右二尊今 安置仕罷有候、右之趣延享三丙寅年三月十日 尋ニ付書 差上 事則当町帳面ニ記シ御座候
　
右之通相違無御座候
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右之書付中辻西村へ御取被成候
　
右の史料によると、延宝五年（一六七七）まで高坊三郎兵衛という人
物が「高坊高林寺庵」の所有者であったが、漆屋弥兵衛が買い、その後は同家の清林院尼から大津橋本町高嶋屋善助へ譲り渡された。この土地には借家が五軒建ち、その地尻には「 坊高林寺」という二間四面の小庵があったという。そして豊成卿の旧跡地であるため、豊成卿と中将姫の「御影二尊」が安置されていたと記されている。すなわち、高林寺は豊成卿と中将姫の「御影二尊」を祀る無住 小庵もしくは祠のような建物であった 考えられる。次節で紹介す 寿保尼の伝記を見る限り 寛政元年（一七八九）～文化九年（一八一二） 間に、寿保尼が に来寺すると推察でき、寿保尼や歴代住職が徐々に整備して、今のような高林寺の姿になったと思われる。ところで、豊成卿と中将姫の「御影二尊」という は、現在の本堂 央須弥壇に 木像二体と考えられる【写真
1・
2】 。奈良市の調査で中将姫像の作製年代は江戸時代
だと特定されて ることからも間違いないだろう
⑧。
【写真 １ 】中将姫像
【写真 ２ 】豊成卿像
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（二）歴代住職①中興一世寿保尼と二～五世　寿保尼の来歴がわかる史料は、文
化一一年（一八 四）に作成された『寿保尼事実』 のみであ
る
⑨。当史料の
奥書に「此比去人の需に応して粗老尼（寿保尼）の行状を記」とあり、融通妙宗小沙弥幡光詮海が寿保尼遷化の二年後に記したものである。幡光詮海和上は大和群山市稗田常楽寺一代であり、師に慈雲をもつ。史料の中で、寿保尼が慈雲の弟子・慈頂律師（明堂諦濡）に従い、学問に励んだという話があり、同じくして慈雲の弟子である幡光詮海和上とも交流があったのだろ 。 『 事実』の概要は次 通り　
寿保尼は宝暦二年（一七五二）大
阪平野の藤井氏に生まれ、 「初より浮世の営を厭ひて」大念仏寺の地蔵尊へ一心に出家を祈っていた。一四歳の時に父が亡くなり「浮世の中あしきなく」思い、母に出家することを
願い出るも、許されなかった。二〇歳の時に「情けなさのあまり」自ら髪を切ってその志を母に示し、奈良法徳寺 実兄である良虎和尚のもとで出家した。そこで宗門の経教を習い、ほどなくして故郷の平野に る長宝尼寺に寓居し、大念仏寺 観山和尚に従って顕密を学んだ。寿保尼は実に聡明であっ という。寛政元年（一七八九）には、奈良辰の市蔵野寺に移り、中将法如尼を慕って修行に明け暮れる日々を過ごしたという。その後、中将姫と縁のある高林寺へ移り住み 慈頂律師 従ってさらに勤行する。六〇歳の夏より乳癌を患い、翌 三月九日六一歳の時に、七日後 滅すると予言した。弟子 寿照尼はかねてより尼衆らと大念仏寺へ参詣する約束があり、断りを入れようにも寿保尼が自分の臨終によって事の乱れがないよう と言い渡したため、寿照尼は出立を決意す 。寿保尼は一五日半夜頃に身心少しも苦しみなく息絶え、往生する。死後三日経って帰路についた寿照尼は悲嘆し それ以降一心不乱に仏道修行をしたという。　
寿保尼の出家の理由は、 「浮世の営を厭い」 「浮世の中あしきなく」思
ったことだと記されている。その詳しい心境については分からな が、近世の女性が出家する理由の 事例と見られる。そ て そ 思考は尼僧から見た俗世の捉え方とし 注目できよう。　【表
1】には、歴代住職の名前・生年月日・入寺の年齢などを記してい
る。二～五世の尼僧は短期間で住職を交代しており、早逝や他寺への移動などが立て続いてい 時期 考えられる。②六～八世　
六世寿筭尼以降の住職は、奈良市にある薬師寺 側に家を構える稲葉
歴代 住職 生年月日 入寺年齢 備考
一世 真性院浄明寿保大法尼 宝暦 ２ 年（1752）～文化 9 年（1812）３ 月15日 20才で剃髪
二世 安養院浄実寿恵法尼 ？～文化14年（1819）9 月 ４ 日
三世 安住院浄微寿仙法尼 ？～弘化 ２ 年（1845）8 月 ２ 日
四世 清光院浄覚寿現法尼 ？～安政 ３ 年（1856）8 月 １ 日
五世 安明院円寛寿貞法尼 ？～安政 ３ 年（1856）11月11日
六世 照住院量覚寿筭比丘尼 文化 9 年（1812）～文久元年（1861）10月 6 日49歳 幼年 6 世以降、稲葉家より来寺
七世 遍照院仁光寿明大法尼 嘉永元年（1848）～昭和10年（1935）２ 月25日87歳 ５ 歳 28歳で住職拝命
八世 持名庵戒如明珠法尼 明治22年（1889）～昭和30年（1955）４ 月 ３ 日67歳 幼年
九世 智成珠慶尼 大正12年（1923）～平成29年（2017）94歳 数え 6 歳 16歳で剃髪32歳の時に住職拝命
十世 深妙慶信尼 昭和17年（1942）～ ５ 歳 53歳で住職拝命
【表 １ 】高林寺歴代住職
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家から来住している。稲葉家は地主・庄屋であり、代々薬師寺の信徒総代を務め、薬師寺とは深い関係を持つ。六世寿筭尼は稲葉利介の娘で、幼年にして高林寺へ入寺す 当時の稲葉家と高林寺の関係性については、今後の調査で明らかにしたい。寿筭尼は学問に励み、その熱心な志は浮世離れしたものだったという。　
九世の珠慶尼は、七世寿明尼と八世明珠尼に育てられたことから、著
書『高坊光林寺』に両者の生い立ちや人柄について詳述している
⑩。七世
寿明尼は、嘉永元年（一八四八）の生まれで、稲葉利右衛門の二女である。 筭 の姪にあたり、わずか五歳で入寺 たと う。一三歳 時師匠寿筭尼と死別し、二八歳で住職 拝命する。寿筭尼と同様に学問への探求心が強く、小学校で教員をもつとめあげた。本堂再建にかかった経費返済のため、八世明珠尼（当時一三歳）とともに資金の調達 勤しんだ姿を珠慶尼は鮮明に記憶しているという。明珠尼は多くの和歌・書簡を残しており、 『高坊高林寺』で紹介されている。③九世・一〇世　
珠慶尼は昭和三年（一九二八）に数え六歳で入寺する。珠慶尼は南生
駒の生まれで、稲葉家の出身ではないが 稲葉の姓を用い 現在に至っても稲葉家との繋がりは深い。昭和一四年（一九三九） 、 六 時に本山大念仏寺で得度し、京都浄土宗尼衆学校へ入学する
⑪。尼衆学校は知恩
院の側にあり、五年間 寮生活を送った。卒業後は寺へ戻り、昭和二年（一九四六）頃には子供を対象と た「井上町日曜クラブ」を開い
た
⑫。
始める契機は、隣に住む女性から子供たちに何かしてやってほしいとお願されたからだという。主な活動としては、本堂でお経を唱えて礼拝
説法を聞かせていた。しかし、 「テレビを見るようになってからは、ぱったりと来なくなった」と話 ておられた。約一〇数年続けていたようである。　
また、高林寺には女性信徒の婦人会があり、境内の清掃や一三日の中
将姫御縁日のお手伝い、當麻寺参詣などを行っている。住職が茶道（流派は裏千家）の先生として寺内で教室を開いていたことから、婦人会員以外の女性も多く来ていたと う。現在の檀家数は五〇軒ほどであり、そのうち総代は稲葉家を含めて五人いる。　
平成二八年（二〇一六）八月二五日に、筆者が寺に入るきっかけにつ
いて珠慶尼に聞き取りを行ったところ、 「老尼二人（寿明尼と明珠尼）が家に来 、初めは姉を寺に入れよう していたんです。ただ、姉 「私怖い！」と言って逃げてしまい、そこで「私行っ げる」と二人に言って寺にやって来たんです。 」との回答を得た。翌月二四日の彼岸会の説法では「私がここへ のは宿縁だと思 ます。父は信仰深い人でし から、それもここへ来た一つ 要因だと思います。 」 話して た また、同年に親類から「 （尼僧にな ）大変な人生やったね」と言われたことに対して、 「私はそんな と も思ってません。大変なこともあっ けど、これで良かったと思ってます。 」と力強く話しておられ 。　
一〇世慶信尼の生い立ちについては、天理市の出身で五歳のときに入
寺した。稲葉家ではなく他家からの来寺であり、珠慶尼 同じく の姓を名乗ることが重視された。中学校卒業後は浄土宗尼衆学校へ通その後は佛教大学に入学 た。平成七年（一九九五）に住職拝命 な現在は寺の法要で導師をつとめ いる。
六八
　
以上のように、高林寺の歴代住職は寿保尼同様に勉学に勤しみ、茶道
も教えるなど様々な教養を身につけていた。さらに、ほとんどの住職が五・六歳の幼少時に入寺し、生涯 わたって仏に身を捧げていた。すなわち、寿保尼と同じくして幼少期から入寺し 出家し、信心深い尼僧が代々高林寺の住職をつとめるという法灯が垣間見えた。（三）境内　山門は、東側の道路に面しており、明治二四年（一八九一）七世 明
尼が四三歳のときに建立した【写真
3】 。現在は、門前に「中将姫修道霊
場・豊成卿古墳之地」と「高林寺高坊旧蹟」の銘が彫られた石碑が建られている。　
山門を通って右手に見えるのが茶室であり、石垣と白い筋塀で囲われ
て一段高いところに建っている。かつて、こ 一角に いては、 つ頃
からか小間物店 「小間源」 があり、寺地ではなくなっていたという。高坊旧蹟を復活させたいと考えていたところ、 「小間源」は町内の南に移り、隣地に住んでいた人々も引っ越したこ によって、昭和五三年（一九七八）に土 を譲り受けることができた。そして一〇年後の昭和六三年（一九 八）に茶室建築家農沢宗也氏 よって茶室
「高坊」が完成し、同年一二月四日に席開きを行った。茶室には、宗及自筆の茶会記から「高坊」の文字を採用して作られた扁額が掲げられている。　
参道を進むと豊成卿の古墳が見えてくる【写真
4】 。寺の中心にあり、
八角形の古墳である。そこに刻まれた藤の紋は、高林寺の紋として法会の際に掛けられる提灯や幕に使用されている。　
そして、境内の西側にある本堂は明治三七年（一九〇四）に七世寿明
尼が五六歳の時に再建する【写真
5】 。しかし、当時は無檀家のため財政
が乏しい中での本堂再建となり、金銭面で大変な苦労を伴ったという。あらゆる手段を尽くして資金集めに取り組んだが、そ でも工事費は払い終わ ず、両住職は最後まで守ってきた寺宝の大般若経六〇〇巻を売却するに至った。この話を聞い 育った九世珠慶尼は何とかし 高林寺
【写真 ４ 】豊成卿の古墳
【写真 ５ 】本堂
【写真 ３ 】山門
六九
に大般若経六〇〇巻を復活させたいと尽力し、ついに実現させる。この転読法要については次章で紹介する。二、中将姫御縁日と豊成卿一二五〇年大遠忌法要（一）中将姫御縁日　はじめにで述べたように、高林寺では、毎月一三日を「中将姫御縁日」
（以下、 「御縁日」と表記）とし、誰でも参拝できるようになっている。昭和四八年（一九七三）頃に、信徒の発案により始まったという 筆者の調査期間は、二〇一三年一一月～二〇一七年一一月の四ヶ年であ毎年 月別行事 ほとんど変化することがなく、今回は二〇一三年一一月～二〇一四年一〇月に行われた行事を順に紹介する【表
2】⑬。
　
二〇一三年一一月の十夜とは、正しくは十日十夜法要といい、陰暦の
一〇月五日の夜から一〇月一五日の朝にかけて一〇日間念仏を修する法
会である。この日は約一〇人の参拝者がおり、本堂で全員が輪になって一〇八個 玉が連なった数珠を「南無阿弥陀仏」と唱えながら回した。行事が終わると庫裏 移動し、住職と参拝者で茶話会をするのが、 「御縁日」の通例となっている。
　
同年一二月の三千仏名会は、 毎年一二月の中旬に三日にわたって過去・
現在・未来の三世の三千仏名を唱えながら五体投地をし、一年の罪障を懺悔する法会である。一日 て三日間かけて行うものだが、現在は住職の体調を考慮して一日三百仏名を唱え、一〇日間かけて行っている。この日は、参拝者とともに百仏名を唱えた。　
二〇一四年三月の彼岸会は、自己の反省をし、先祖の追善供養などを
行う日である。彼岸は春分と秋分を中日としての三日間を指す。この日、参拝者は融通念仏宗経を読経し、読経の間に住職は塔婆供養 する　
同年四月の中将法如尼御会式は、信仰の対象としている中将姫を供養
する法会である。他寺から尼僧 呼び 四人で御会式をつとめる【写真
【写真 6 】中将法如尼御会式（本堂内）
【写真 ７ 】地蔵盆（山門）
年月日 行事
2013年11月13日 十夜、百万遍数珠繰り
同年12月13日 三千仏名会
2014年 １ 月13日 融通念仏宗経読経
同年 ２ 月13日 融通念仏宗経読経
同年 ３ 月13日 彼岸会
同年 ４ 月13日 中将法如尼御会式
同年 ５ 月13日 融通念仏宗経読経
同年 6 月13日 当麻寺参詣
同年 ７ 月24日 地蔵盆、百万遍数珠繰り
同年 8 月24日 施餓鬼
同年 9 月19日 彼岸会
同年10月19日 大般若経600巻転読
【表 ２ 】中将姫の御縁日行事一覧
（調査期間：2013年11月～2014年10月）
七〇
6】 。法会が終わると和尚の説法があり、毎年珠慶尼が和尚を選出する。
この日は常楽寺福田和尚であった。　
同年七月二四日は地蔵盆があり、奈良では主として七月二三、二四日
に地蔵盆がおこなわれることから
⑭、それに合わせて「御縁日」も同時に
行っている。地蔵盆は、一般的に子供の健康を祈る祭である。境内中に地蔵盆用の提灯が三〇〇個ほどかけられ、寺は活気のある祭の雰囲気を帯びている【写真
7・
8】 。提灯は、檀信徒に子供や孫が生まれたときに
作るという習わしがある。朝一 時頃、町内や近隣の子供が母親と一緒に参詣し、 茶室の前 鎮座する地蔵に手を合わせて健康を祈る 【写真
9】 。
その後、本堂に移動して百万遍数珠繰りをする【写真
10】 。帰り際に、珠
【写真10】地蔵盆数珠繰り（本堂内） 【写真11】珠慶尼と子供たち（本堂内）
【写真12】大般若経転読（本堂内） 【写真13】大般若経六百巻の一部
【写真 8 】地蔵盆の提灯（山門）
【写真 9 】地蔵盆（境内）
七一
慶尼が念仏を唱えながら数珠を子供の体に当て、子供の健康を祈願する【写真
11】 。最後にはお菓子を渡して子供たちを送り出す。
　
同年一〇月に行われる大般若心経六〇〇巻転読は、主として国家の守
護を祈る法要である。他寺から僧侶を招き、六人の僧尼と導師一人の合計七人で行う。大般若経は導師以外の六人で一人一〇〇巻ずつ読み上げる。一巻ずつ読むと 変時間がかかるため、経典 大きく広げて一気に読誦することが特徴である【写真
12】 。先述のように、明治三七年（一九
〇四）本堂再建の経費が支払えず、苦渋の決断の上 寺宝の 般若経六〇〇巻を売却した。その後、珠慶尼は大般若経の新調を決断し およそ三五 人余りの結縁を得て、黄檗版 六〇〇巻の新調 達成する【写真
13】 。昭和五〇年（一九七五）一〇月五日に最初の転読法要である
繙大法要を勤め、以後三九年間にわたり大般若経六〇〇巻転読法要が行われていた。（二）豊成卿一二五〇年大遠忌法要　二〇一六年一一月二〇日、豊成卿一二五〇年大遠忌法要が行われた。
豊成卿の遠忌は、五〇年に一度行われている。　
当日は九時三〇分に受付が始まり 一般参拝者は本堂に案内される。
四五分に式衆は庫裏玄関より本堂前へ進み、途中で豊成卿古墳前にて回向する。式衆は徳融寺・法徳寺・常念寺・西教寺がつとめた 五〇分なると、まずは導師慶信尼が入堂し、続 て一番鐘で東大寺教学執事・元興寺住職・興福寺執事・西音寺住職・宝円寺住職など関係寺院と来賓が入堂する。そして二番鐘で式衆が入堂し、一〇時から法要 始まっ
法要次第は、香偈、礼文、如来唄、散華、表白文、経段（心経三巻） 、摂取偈、略如法念仏、総回向となる【写真
14】 。終了後は、藤原南家末裔の
高倉氏と高林寺総代の祝辞 つづいて 賓の紹介があり、最後に慶信尼の挨拶がある。一旦休憩をはさみ、一一時一〇分から帝塚山大学教授西山厚氏の講演が行われた。一二時一〇分頃に講演が終了し、帰る人には弁当と土産入りの手提げ袋が渡された。　
婦人会の方や信徒は食事を済ませたあと、一二、三人で本堂の片づけ
を始める。本堂の打敷や幡などは、大正五年（一九一六）の豊成卿一一〇〇年遠忌の時に奉納されたものを使用している【写真
15】 。一五時頃に
片づけは終了し、解散となった。【写真
14】豊成卿大遠忌法要（本堂内）
【写真
15】打敷の裏書
七二
おわりに　
以上、中興以前から現在にいたるまでの高林寺を紹介してきた。高林
寺は桃山時代において高坊という茶人が参会する土地であったが、江戸時代になると豊成卿の旧蹟地として小さい庵ながらも信仰の対象とされ、在家の人々によって守り継がれてきたことがわかった。寿保尼が中興した後の高林寺 ついては史料的制約により判然としない 、歴代住職の来歴を見てみると、幼年から入寺して仏道に勤しみ、高林寺にて一生を終えてい ことが判明した。すなわち、高林寺の住職となるのは、離縁後に入寺するのではなく、結婚せず、少女期 出家した尼僧であることが条件であり、それは中興一世の寿保尼から現住職にい るまで遵守されてきたことであっ 。　
明治期以降は、住職たちが寺の再建に尽力し、珠慶尼の時代には婦人
会や児童会が創設され、寺が地域 子供や女性たちにとって交流の場になっていった。住職の高齢化に伴い、 「中将姫御縁日」を継続するこ も難しくなってき が、婦人会や檀信徒 支援もあり 現在まで続けられている。
注
①
　
中将姫は天平一九年（七四七）生まれ、父は藤原豊成卿。五歳の時に母
と死別し、継母に苦しめられる。辛苦から世の無常を悟り、一七歳の時に當麻寺にて出家する。信仰が深い中将法如尼は、大曼荼羅を織り上げる。宝亀六年（七七五）二九歳で往生する。女人往生の例証として中将姫説話が語り広まる（日沖敦子『当麻曼陀羅と 姫』 、勉誠出版、二〇一二年） 。
②
　
赤井達郎『絵解きの系譜』 （教育社、一九八九年） 。
③
　『近世文学資料類従
　
古板地誌編十七
　
奈良名所八重櫻』 （勉誠社、一九
七五年） 。
④
　『大和名所記』
―
和州旧跡幽考
―
（林宗甫、臨川書店、一九九〇年） 。
⑤
　
稲葉珠慶『南都高林寺』 （高林寺、一九八八年） 。
⑥
　
安彦勘吾「 〔奈良〕井上町中年代記」 （帝塚山大学日本文化史学会『日本
文化研究』 第一二～一五号、 一九九〇～一九九三年） 。高林寺に関する記事の日付は、元禄一〇年（ 六九七） ・元文元年（一七三六）三月一四日・寛保二年（一七四二）四月一一日・延享三年（一七四六） 月一〇日・寛政二年（一七九〇）正月・文政九年（一八二六） ・大正五年（一九一六）七月一六日である。
⑦
　「 〔奈良〕 井上町中年代記 （二） 」 （ 『日本文化史研究』 一三号、 一九九一年） 。
⑧
　『中将姫説話の調査報告書』 （元興寺文化財研究所、一九八三年） 。
⑨
　
稲葉珠慶『高坊高林寺』 （高林寺、二〇〇五年） 。
⑩
　
前掲注④
⑪
　
明治二〇年（一八八七）私立浄土宗学京都支校に附属尼衆教場が創設さ
れ、大正元年（一九一二）に高等女学校相当の尼僧教育を施す私立尼衆学校が設立された（ 『浄土宗尼僧史』浄土宗吉水会 一九六 ） 。
⑫
　
昭和二一年 『旧宗教法人台帳融通念仏宗』 （奈良県庁文書
1Ｓ
21
－
53、 奈
七三
良県立図書情報館所蔵） 。
⑬
　
三・四年前の記録ではあるが、近年は住職の体調不良により「御縁日」
が開催されないときも屡々あり、この一年間が最も行事数の多い時期となる。二〇一八年においては休催しており、再開は未定である。
⑭
　
奈良市史編集審議会編『奈良市史
　
民俗編』 （奈良市、一九六八年） 。
〔謝辞〕これまでの調査において、高林寺九世稲葉珠慶尼様と一〇世慶信尼様
にはご厚情を賜り、また婦人会や檀信徒の皆さまにもご協力を賜りました。心より感謝申し上げます。そして昨年一二月 珠慶尼様ご逝去を悼み、謹んでお悔やみ申し上げますとともに、心よりご冥福をお祈 いたします。
　　
本報告書作成にあたり、関西大学大学院文学研究科副専攻「ＥＵ
－ 日本」
第
6回ＥＵワークショップ（二〇一四年一一月、カレル大学）と奈良歴史研
究会一〇月例会（二〇一六年一〇月、奈良市ならまちセンター）にて発表し、多くの先生方からご指導いただきました。有難うございました。
　　
最後になりましたが、本報告書を執筆する機会を与えてくださった関西大
学名誉教授藪田貫先生にお礼申し上げます。
